
販
路
開
拓
支
援
の
期
待
に 

十
分
応
え
ら
れ
て
い
な
い

販
路
開
拓
は
企
業
か
ら
の
ニ
ー
ズ

が
高
い
支
援
と
い
え
る
。
16
年
版
の

「
中
小
企
業
白
書
」
で
は
、
取
引
金

融
機
関
に
よ
る
経
営
支
援
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
な

ど
の
「
販
路
・
仕
入
先
拡
大
支
援
」

の
割
合
が
最
も
高
い
と
い
う
調
査
結

果
が
示
さ
れ
た
。
ま
た
、
企
業
が
今

後
期
待
す
る
経
営
支
援
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
も
、「
販
路
・
仕
入
先
拡
大
支

援
」
と
回
答
し
た
割
合
が
最
も
高
い
。

と
こ
ろ
が
、
販
路
・
仕
入
先
拡
大
支

援
を
受
け
た
企
業
の
な
か
で
、
実
際

に
効
果
を
得
た
と
回
答
し
た
割
合
は

43
・
５
％
に
と
ど
ま
る
。
こ
の
調
査

を
み
る
限
り
、
金
融
機
関
は
企
業
側

の
期
待
に
十
分
応
え
て
い
る
と
は
い

え
な
い
状
況
の
よ
う
だ
。

そ
う
し
た
な
か
、
豊
和
銀
行
の
販

路
開
拓
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
は
従
来

型
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
や
商
談

会
と
は
様
相
が
異
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
な

ど
で
は
、「
商
材
に
興
味
を
も
っ
た

企
業
を
募
る
」
と
い
う
受
身
の
側
面

が
あ
っ
た
が
、
販
路
開
拓
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
で
は
、
同
行
が
売
手
の
ニ

ー
ズ
を
把
握
し
た
う
え
で
業
種
別
に

販
売
先
候
補
を
絞
り
、
能
動
的
に
ア

プ
ロ
ー
チ
を
か
け
て
い
く
。
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
契
約
を
締
結
し
た
企
業

と
の
対
応
を
行
う
の
は
取
引
し
て
い

る
営
業
店
だ
が
、
販
売
先
に
つ
い
て

は
全
支
店
で
契
約
先
企
業
の
情
報
を

共
有
し
て
新
た
な
販
売
先
を
探
す
。

お
客
さ
ま
支
援
部
販
路
開
拓
支
援
室

の
渡
辺
寛
室
長
は
「
販
路
開
拓
支
援

は
全
行
員
が
担
当
者
、
全
支
店
長
が

責
任
者
で
あ
り
、
全
行
を
あ
げ
て
取

り
組
む
」
と
意
気
込
み
を
語
る
。

要
注
意
先
以
下
の
企
業
の 

債
務
者
区
分
向
上
を
視
野
に

同
行
が
販
路
開
拓
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
の
対
象
と
す
る
の
は
基
本
的
に

要
注
意
先
以
下
の
企
業
で
あ
り
、
売

上
増
に
向
け
た
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

の
な
か
で
経
営
改
善
に
も
配
慮
し
、

結
果
と
し
て
債
務
者
区
分
の
向
上
を

目
指
し
て
い
る
。
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
は
、
契
約
企
業
が
売
上
目
標
を
達

成
し
た
場
合
に
同
行
へ
の
手
数
料
が

発
生
す
る
成
果
報
酬
型
と
な
っ
て
い

る
。
具
体
的
に
は
、
は
じ
め
に
売
上

げ
の
年
間
売
上
入
金
目
標
、
委
託
手

数
料
率
、
判
定
基
準
月
を
決
定
し
、

同
行
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
よ
っ

て
入
金
に
至
っ
た
売
上
実
績
の
累
計

が
目
標
額
に
達
し
た
場
合
、
そ
の
時

点
で
の
累
計
の
売
上
入
金
実
績
に
手

数
料
率
を
乗
じ
た
金
額
を
手
数
料
と

し
て
同
行
が
受
け
取
る
仕
組
み
だ

（
図
表
）。
年
間
売
上
目
標
や
委
託

手
数
料
率
は
同
行
が
提
示
し
、
年
間

売
上
目
標
は
50
万
円
以
上
50
万
円
単

位
で
、
顧
客
と
協
議
の
う
え
決
定
し

豊
和
銀
行
は
２
０
１
６
年
６
月
に
「
お
客
さ
ま
支
援
部
」
と
「
販
路
開
拓
支
援
室
」
を
設
置
し
、
契

約
し
た
企
業
へ
の
販
路
開
拓
支
援
に
関
し
て
成
果
報
酬
型
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
同
年
11
月
に
開

始
し
た
。
南
日
本
銀
行
が
す
で
に
同
様
の
取
組
み
を
進
め
て
い
る
が
（
本
誌
16
年
10
月
３
日
号
10
ペ

ー
ジ
）、ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
の
豊
和
銀
行
に
お
い
て
も
、コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
通
じ
て
把
握
し

た
営
業
実
態
に
基
づ
い
て
経
営
改
善
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
も
つ
な
げ
る
な
ど
手
応
え
を
つ
か
ん
で
い
る
。
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ア
メ
と
ム
チ
の
使
い
分
け
⁉

　

昨
年
７
月
に
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
の
資
格
返

上
で
物
議
を
醸
し
た
Ｐ
Ｄ
制
度
。
国
債
の
安
定
的

消
化
や
競
争
原
理
の
導
入
、
国
債
市
場
の
流
動
性

の
維
持
・
向
上
等
を
図
る
た
め
、
そ
れ
ま
で
の
シ

ン
ジ
ケ
ー
ト
団
方
式
に
代
わ
り
、
04
年
10
月
に
導

入
さ
れ
た
。
当
初
、
銀
行
・
証
券
25
社
で
ス
タ
ー

ト
し
た
が
、
リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
証
券
や
三

菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
な
ど
の
離
脱
で
、
現
在
は
、

み
ず
ほ
銀
行
と
三
井
住
友
銀
行
の
大
手
行
２
行
の

ほ
か
、
野
村
証
券
や
大
和
証
券
な
ど
証
券
会
社
19

社
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
、
財
務
省
が
Ｐ
Ｄ
制
度
の
改
正
で
手
を
つ

け
た
の
は
２
点
。
一
つ
は
、
Ｐ
Ｄ
資
格
を
も
つ
金

融
機
関
が
、
特
別
入
札
（
第
Ⅰ
非
価
格
競
争
入

札
）
を
通
じ
て
優
先
的
に
平
均
価
格
で
購
入
で
き

る
枠
を
国
債
発
行
予
定
額
の
10
％
か
ら
20
％
に
拡

大
さ
せ
た
点
だ
。
流
通
市
場
で
投
資
家
向
け
に
国

債
を
販
売
す
る
「
対
顧
客
取
引
」
を
積
極
的
に
展

開
し
て
い
る
大
手
証
券
会
社
か
ら
は
、
特
別
入
札

に
お
け
る
買
入
限
度
額
の
引
上
げ
を
要
請
す
る
声

が
強
ま
っ
て
い
た
。
足
も
と
で
は
、〝
フ
ェ
ア
バ

リ
ュ
ー
〞
と
み
ら
れ
が
ち
な
（
一
般
競
争
入
札

の
）
平
均
価
格
で
購
入
す
る
投
資
家
ニ
ー
ズ
が
高

ま
っ
て
お
り
、
必
ず
し
も
特
別
入
札
で
確
保
で
き

る
量
だ
け
で
は
賄
え
き
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
一
般
競
争
入
札
で
高
く
仕
入
れ
た
国
債

を
投
資
家
に
安
く
売
り
渡
す
こ
と
も
あ
り
、
平
均

価
格
で
安
心
し
て
購
入
で
き
る
特
別
入
札
の
買
入

れ
枠
拡
大
は
、
Ｐ
Ｄ
資
格
を
も
つ
金
融
機
関
の
負

担
感
を
和
ら
げ
る
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

も
う
一
つ
は
、
特
別
入
札
に
お
け
る
Ｐ
Ｄ
の
応

札
義
務
の
比
率
を
発
行
予
定
額
の
４
％
か
ら
５
％

に
引
き
上
げ
た
点
だ
。
現
在
、
Ｐ
Ｄ
が
応
札
義
務

分
を
す
べ
て
引
き
受
け
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
84

％
の
消
化
率
に
と
ど
ま
る
。
５
％
へ
の
引
上
げ
で
、

各
Ｐ
Ｄ
の
負
担
感
は
増
す
が
、
応
札
義
務
の
数
字

を
足
し
合
わ
せ
る
と
１
０
５
％
と
な
り
、
財
務
省

に
と
っ
て
は
、
応
札
額
が
発
行
予
定
額
を
下
回
る

「
札
割
れ
」
を
回
避
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

制
度
導
入
当
初
は
３
％
（
消
化
率
75
％
）
だ
っ
た

が
、
15
年
４
月
に
４
％
（
同
88
％
）
に
引
き
上
げ

ら
れ
て
お
り
、
今
回
の
引
上
げ
は
そ
れ
以
来
２
度

目
の
こ
と
。
今
回
の
改
正
で
初
め
て
、
Ｐ
Ｄ
だ
け

で
消
化
率
が
１
０
０
％
を
超
え
る
こ
と
と
な
る
。

市
場
が
み
る
真
の
狙
い

　

Ｐ
Ｄ
制
度
を
改
正
し
た
狙
い
・
背
景
に
つ
い
て
、

財
務
省
の
国
債
業
務
課
・
辻
貴
博
課
長
は
「
足
も

と
の
各
種
国
債
の
発
行
入
札
で
の
応
札
倍
率
が
２

〜
３
倍
程
度
あ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、

現
時
点
で
札
割
れ
を
心
配
す
べ
き
状
況
に
な
い
」

と
述
べ
、
あ
く
ま
で
も
Ｐ
Ｄ
の
要
請
か
ら
特
別
入

札
の
買
入
枠
を
拡
充
す
る
に
あ
た
り
「
権
利
と
義

務
の
バ
ラ
ン
ス
の
観
点
か
ら
、
応
札
義
務
も
強
化

す
る
こ
と
に
し
た
も
の
」
と
強
調
す
る
。
た
だ
し
、

５
％
と
い
う
水
準
に
つ
い
て
は
、
米
国
と
同
様
、

Ｐ
Ｄ
の
応
札
義
務
分
だ
け
で
発
行
額
の
１
０
０
％

を
カ
バ
ー
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
も
意
識
し
た

と
い
う
（
図
表
）。

　

一
方
、
市
場
関
係
者
で
こ
の
説
明
を
額
面
ど
お

り
に
と
ら
え
る
向
き
は
小
さ
い
。
日
銀
の
イ
ー
ル

ド
カ
ー
ブ
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
政
策
が
導
入
さ
れ
て

か
ら
は
、
国
債
の
銘
柄
に
よ
り
需
給
に
偏
り
が
生

じ
る
な
ど
、
入
札
の
不
安
定
化
が
際
立
っ
て
い
た
。

足
も
と
で
は
持
ち
直
し
て
い
る
が
、
Ｐ
Ｄ
制
度
が

財
務
省
は
３
月
27
日
、
今
年
の
７
月
以
降
、
銀
行
・
証
券
21
社
か
ら
な
る
「
国
債
市
場
特
別
参

加
者
」（
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
デ
ィ
ー
ラ
ー
＝
Ｐ
Ｄ
）
が
新
規
発
行
国
債
へ
の
特
別
入
札
で
購
入
で
き

る
枠
を
発
行
予
定
額
の
20
％
に
拡
大
す
る
か
わ
り
、
Ｐ
Ｄ
の
応
札
義
務
比
率
を
５
％
に
引
き
上

げ
る
こ
と
を
決
定
・
公
表
し
た
。
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
が
昨
年
７
月
に
Ｐ
Ｄ
資
格
を
返
上
し

た
こ
と
で
、
金
融
機
関
を
通
じ
て
安
定
的
に
国
債
を
消
化
す
る
仕
組
み
に
綻
び
が
生
じ
て
い
た

が
、
将
来
の
「
札
割
れ
」
回
避
に
向
け
て
、
先
ん
じ
て
〝
一
手
〞
を
放
っ
た
格
好
だ
。

Ｐ
Ｄ
制
度
改
正
に
動
い
た

財
務
省
の
狙
い
と
広
が
る
波
紋
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施
策
展
開
の
段
階
と
な
っ
た

地
方
創
生
の
取
組
み

　

当
行
は
北
海
道
を
拠
点
に
１
７
１

の
支
店
網
を
有
す
る
地
方
銀
行
で
あ

る
。

　

今
年
３
月
に
策
定
し
た
中
期
経
営

計
画
に
お
い
て
「
事
業
性
評
価
と
地

方
創
生
に
向
け
た
主
体
的
な
取
組
み

の
強
化
」
を
基
本
戦
略
の
一
つ
に
掲

げ
て
い
る
。

　

当
初
、
当
行
の
取
組
み
は
、
自
治

体
の
地
方
版
総
合
戦
略
の
策
定
に
対

す
る
協
力
が
活
動
の
中
心
で
あ
っ
た

が
、
昨
年
３
月
に
道
内
の
す
べ
て
の

自
治
体
で
「
戦
略
」
の
策
定
が
完
了

し
施
策
の
具
体
的
展
開
に
関
す
る
協

力
や
支
援
へ
と
局
面
が
大
き
く
変
化

し
た
。

　

施
策
展
開
の
カ
ギ
は
民
間
企
業
の

関
与
に
あ
る
。
と
く
に
、
地
方
創
生

の
四
つ
の
目
標
の
一
つ
で
あ
る
「
地

方
に
し
ご
と
を
つ
く
り
、
安
心
し
て

働
け
る
よ
う
に
す
る
」
こ
と
の
実
現

に
は
民
間
企
業
の
関
与
が
不
可
欠
で

あ
る
。
ま
た
、「
ロ
ー
カ
ル
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
実
現
」
で
は
「
稼
ぐ
力
」
の

向
上
に
よ
る
付
加
価
値
の
向
上
（
労

働
生
産
性
の
伸
び
率
の
向
上
）
を
通

じ
て
、
安
定
的
で
質
の
高
い
雇
用
を

確
保
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

あ
る
特
定
の
地
域
の
産
業
の
「
稼
ぐ

力
」
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
ベ
ー
ス

を
ど
う
見
出
す
か
、
具
体
策
を
検
討

す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
課
題
に
つ
い
て
悩
ん
で

い
た
と
こ
ろ
、
経
済
産
業
省
北
海
道

経
済
産
業
局
と
意
見
交
換
す
る
機
会

を
得
た
。「
稼
ぐ
力
」
の
強
化
の
た

め
に
は
、
中
核
産
業
の
現
状
の
正
確

な
把
握
が
必
要
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る

「
Ｋ
Ｋ
Ｏ
」（
勘
・
経
験
・
思
い
込

み
）
に
よ
ら
な
い
定
量
的
な
現
状
把

握
で
あ
る
。
経
済
産
業
局
が
推
進
す

る
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
は
、
地
域
の
経
済
特

性
や
全
国
と
の
比
較
、
地
域
中
核
産

業
の
現
状
把
握
に
す
ぐ
れ
た
ツ
ー
ル

で
あ
り
、
ち
ょ
う
ど
同
局
も
そ
の
民

間
活
用
を
模
索
し
て
い
た
。

　

Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
は
次
の
よ
う
な
メ
リ

ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
を
も
つ
。
メ
リ

ッ
ト
は
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
し
た

マ
ク
ロ
分
析
に
優
れ
、
か
つ
現
状
の

「
見
え
る
化
」
に
適
し
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
一
方
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
ミ

ク
ロ
分
析
に
弱
い
こ
と
で
あ
る
。
マ

ク
ロ
分
析
の
結
果
だ
け
を
み
れ
ば
残

念
な
が
ら
通
念
の
確
認
に
す
ぎ
な
い
。

も
ち
ろ
ん
、
定
量
的
に
通
念
の
確
認

を
行
う
こ
と
に
も
意
味
は
あ
る
が
、

デ
ー
タ
の
範
囲
が
全
国
、
全
北
海
道

な
ど
大
き
い
た
め
、
特
定
の
地
域
の

産
業
に
属
す
る
企
業
の
経
営
者
に
と

っ
て
は
「
身
近
で
な
く
、
実
感
が
わ

き
に
く
い
」
と
い
う
点
も
デ
メ
リ
ッ

ト
で
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
特
定
の
地
域
の
中
核
産

業
に
属
す
る
企
業
に
お
い
て
、
経
営

者
に
役
立
つ
分
析
方
法
を
経
済
産
業

局
と
検
討
し
た
結
果
、
金
融
機
関
の

も
つ
企
業
の
財
務
デ
ー
タ
を
活
用
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

当
行
は
今
年
２
月
、経
済
産
業
省
北
海
道
経
済
産
業
局
と
共
同
で
﹁
地
域
中
核
産
業
分
析
モ
デ
ル
﹂
を
構
築
し
た
。
本

モ
デ
ル
は
、
政
府
が
運
用
す
る
﹁
地
域
経
済
分
析
シ
ス
テ
ム
︵
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
︶﹂
に
よ
っ
て
、
北
海
道
内
各
地
の
中
核

産
業
を
抽
出
し
、
当
行
の
も
つ
取
引
先
財
務
デ
ー
タ
に
て
同
産
業
の
収
益
性
や
投
資
力
等
の
分
析
を
行
い
、
地
域
の

産
業
と
企
業
の
﹁
稼
ぐ
力
﹂
の
強
化
に
向
け
た
取
組
み
を
提
案
す
る
も
の
で
あ
る
。
取
引
先
と
と
も
に
経
営
課
題
や

目
指
す
将
来
像
を
議
論
し
、
検
討
す
る
た
め
の
対
話
ツ
ー
ル
と
し
て
の
活
用
を
想
定
し
て
い
る
。
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